第20　町村消防の充実強化に関する要望

　町村の消防力を充実し、消火・救急・救助体制を整備するため、下記事項の実現を強く要望する。

記

１　消防体制の充実強化

⑴　大規模災害時における広域的かつ機動的な消防防災活動及び救急業務の充実を図るため、ヘリコプターの計画的配置とシステムの整備を推進すること。
⑵　多様化する災害に対応するため、消防の科学化を促進するなど消防防災施設の整備充実を行うこと。

⑶　災害時において的確な情報の収集・伝達を行うため、防災行政無線網の整備をはじめ高度防災情報通信体制の整備促進を講ずること。

⑷　救急現場・搬送途上の医療を充実するため、高規格救急自動車、高度救命処置用資機材等の整備を推進するとともに、救急救命士の養成確保と能力拡大を図ること。
⑸　山村豪雪地域、過疎地域、離島等の厳しい自然条件下にある町村に対し、それぞれの実情に即応した消防体制の整備充実を図ること。

２　消防団の活性化

⑴　消防団は地域防災体制の中核的存在として重要な役割を果たしているため、地域の実態にあった団員数の確保と施設装備及び教育訓練等の充実を図ること。

⑵　消防団員に対する報酬・出動手当の引上げ、公務災害補償の充実及び退職報償金の改善措置等の処遇の改善を行うことにより、消防団の活性化を図ること。

３　国民保護法制の円滑な運用

　　国民保護法制の円滑な運用のため、市町村における国民保護モデル計画や避難マニュアル等を早期に策定し、提示すること。

また、国民保護に必要な資機材等の整備支援や地方公共団体の危機管理研修の充実強化等、有事における国民保護に関する措置を充実すること。
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